
中ノ郷ふるさとづくり協議会 

地域コミュニティ計画  『中ノ郷地区地域コミュニティ計画』 

 策定時期  平成 21 年 7 月 27 日  支援宣言  平成 21 年 12 月 24 日 

 目   標  「地域の自然や文化に誇りをもち、人が輝く活気あふれるまち」 

① 伝統文化の継承・発展・創造 ②健康・安全・福祉の充実 ③世代間交流の推進 

 地域の課題  

・住民の高齢化や独居老人の増加等に伴い、移動手段や社会参加の機会の確保に支障が生じてきている。 

・充実した地域活動を実施する上で必要な要素となる町内会加入率が低下傾向にあり危惧されるところである。 

・中ノ郷地区の自主防災を強化するため防災組織を再編成し、防災育成支援や防災・消防訓練等を企画し推進する。 

事業１ ５大事業の実施 

中ノ郷ふるさとづくりの目標 「地域の自然や文化に誇りをもち、人が輝く活気あふれ 

るまち」の体現に向けて、５つの事業(運動会、納涼まつり、しゃんしゃん傘踊り、敬老会、 

中ノ郷まつり)を実施している。昨年度後期からは、コロナ禍前の方法に戻して改善しつつ 

実施するとともに、今年度は本格的な実施を予定としている。各事業の実行委員会は、 

地区各種団体との連携を図りながら地域一体となって取り組んでいる。例年、各事業の 

住民の参加者も多く大いに盛り上がっている。 

事業２ 地域の歴史や文化遺産の伝承 

「さい鳥刺し」「獅子舞」「中ノ郷音頭」など地域に伝わる伝統芸能の継承に取り組んでいる。運動会や納涼まつり、敬老会、中 

ノ郷まつり等の機会を利用して、それらの伝統芸能の継承活動を発表している。また、地域の老人福祉施設を訪問し、伝統芸能

を披露するなどして入居者との交流にも努めている。 

事業３ 防災意識の向上と地域防災対策 

今年２月に中ノ郷地区住民に対して防災に関する意識調査を全戸に実施した。その結果を受けて、今年度は早々に自主防

災組織を再編成し、防災アドバイザー３名と避難所アドバイザー３名を加えた。現在、①自主防災組織の育成支援、②地区

住民の防災・防火知識の普及・推進、③防災・消防訓練の企画・助言等、及び、避難所の設営・運営に関して今後進めていく

予定である。また、中ノ郷自主防災連絡協議会は、住民の防災意識の継続的な醸成を目的に「中ノ郷防災だより(創刊号)」を

６月に発行し、今後必要に応じて「中ノ郷防災だより」を作成し、全戸に配布していく予定である。 

 今後の計画  

○５大事業(運動会、納涼まつり、しゃんしゃん傘踊り、敬老会、中ノ郷まつり)は、必要に応じてコロナ感染予防対策を講じな

がら、事業内容を検討し企画していく。また、それらの事業は、世代間交流を図り、地域の絆を強め、人が輝く活気あるれる

まちづくりを目的に、その都度、実行委員会を組織して多様な意見を活かして各事業を実施していく。 

〇地域の豊富な歴史的事象や文化遺産についての情報提供、古くから地域に伝わる伝統芸能の継承活動などを通じて、住

民が地域のよさを感得し地域を愛する心情を醸成する。 

〇住民の防災意識の向上に向けて、自主防災組織を中心に防災育成支援や防災・消防訓練等を一歩一歩進めていく。 
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